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『一一 一一 研 究 主 題 一一 一一____一

く

生徒一人一 人の学習意欲を高め、主体的に実践 する態度 を育てる指導 と評価i
　

J

1主 題設定の理由と研究の進め方

1主 題設 定の理由

技術 ・家庭科で は、生活 に必要 な基礎的 な知識 と技術 の習得 を通 して、家庭 生 活 や社 会生

活 と技 術のかかわ りにっ いて理解を深 め、進 んで工夫 し創造す る能力 と実践 的 な態度 を育 て

ることを 目指 して いる。生徒一人一人 に社会 の変化 に主体的 に対応 し、 自 ら進 ん で工 夫 し取

り組 んで い く姿勢 を育 て ることが重要 であ ると考 え る。

現在 の生徒を と りま く社会生活 においては、実践 的 ・体験 的な活動場面 が少 な くな って き

て い る。 自然 との触れ合 いの中で、工夫 し作 り上 げてい くことか ら次第に遠 ざか り、必 要 な

ものが手軽 に手 に入 る生活 に慣 れて きて しま ってい る面 も見 られ る。指 示通 りの製 作 や 、 決

め られた ことに対 す る活動 な らばで きるが、材料 ・素材 を生 か し、新 たに作 りだ して い くこ

とがで きないとい う傾 向 もあ る。 この現状 の中 で技術 ・家庭科 の授業 にお いて は、生 徒 が意

欲 を もち、主体的 に取 り組 む姿勢 を育 て ることを目指 して、指導方法 を工 夫す る必 要 が あ る

と考 え る。

そ こで、生徒 が興味 ・関心 の もて る題材 を設定 し、分 か りやす い授 業に よって知 識 や技 能

を習 得 させ、様 々な場面 や状況 に応 じて発展 させ活 用で きることに重点を置 き、指 導 内容 ・

指導 方法 の研究 な らびに教 材の開発 を行 うことに した。 また、 これ らの学 習活動 を十分 に把

握 し、指導 と学習 に フィー ドバ ックで きるよ う、評 価の工夫 にっ いての研究を進 め る こ と も

必要 であ る と考 え る。

技 術 ・家庭科 の特性 であ る 「実践 に よって学 び、創造 し製 作す る」 ことが、生徒にとって、

生涯 にわ た る学習 の礎 にな ることを期待 し、研究 を進 め ることに した。

2分 科会の構成 と研究 の主 な内容.

各分科会 ごとの賑究主題 及び研究内容 は次の通 りであ る。

(1)「 木材加工」 授 業の中で生徒の成 就感を持 たせ る指導 の工夫

ひ とっ の作業課題 につ いて複数の加 工方法 を提 示 し、 目標 や能力 に応 じて加工 方法 を選

択 させ、主 体的 に実践す る態度を育て る指導 と評価の工夫 にっ いて研究 を進 あ た。

(2>「 情報基 礎」 プ ログラムの学習 におけ る指導法 と評価 の工夫

プ ログ ラムの学習 において生徒 の理解 を深 め、学習意欲 を高 め られ る指 導内容 ・方 法 と

評価 につ いて研究 を進 あた。

(3)「 住居」 生活 を見直 しよ りよい住 まい方 を実践 で きる指導法 と評 価の工夫。

課題 解決的 な学習 を通 して、快適 な住 まい方 を工夫 し、実践 す る態 度を育て る指導 法 の

研究 を進 めた。

〈4>「 保 育」 幼児 の食生活 の学習 を通 して幼児 に対 す る関心 や理解 を高 め、主体的 に実 践

す る態度を育 て る指導 と評価 の工夫 。

体験的 な学習 を通 して保育 の重要性 を理 解 させ、幼児 への関心 を高 ある指導法 の研究 を

進 めた。
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■ 研究内容

「木材加工 」

1研 究 の進 め方

(1)「 木材加工 」の領域設定の理 由

今 日の生 徒 は、 自分で主体的 に道具を使 い工夫 しなが ら物 を作 る経験 が きわめて少 な く

なってい る。その ため物を作 る喜 びや楽 しさ、物を大切 に使 う気持 ちが希薄 にな りが ち で

あ る。「木材加 工」 は木材 とい う身近 な材料 を、簡単 な工具 で比 較 的 自由 に加 工 で き るた

め、実践 的、体験 的な学 習を通 して、物 を作 る楽 しさや意欲的 に学 習 に取 り組 む態 度 を育

て る ことがで きる。 また 「木材加工 」 は第1学 年 ですべての生 徒 に履 修 され る領域 で あ る

た め第2学 年第3学 年 で学 習す る領域 の基 礎、基本 とな り、 さ らに発展 させ ることが で き

る。 そ こで生徒 の学習意 欲を高め、主体 的な学習態度 を育て るには実践的、体験 的な学 習

を通 して 目標を達成 した成就 感や充実感 を もたせ ることが必要であ ると考 え 「木材加 工」

領域 を取 り上 げた。 ここで は、生徒一 人一 人の学 習意欲 を高あ るため、 ひ とっ の作業 課 題

にっ いて複数の加工方法 を提 示 し、 目標 や能力 に応 じて加工方法 を選 択 させ、主体 的 に実

践 す る態度を育 て る指導 と評価 の工夫 にっいて研究 を進 め ることに した。

(2)研 究の構 想図

一生徒一人一人 の学 習意 欲を高 め
、主 体的 に実践す る態度を育て る指導 と評価 の工夫

学 ぶ 楽 し さ と喜 び ・成 就 感 ・充 実 感

〈仮説〉作 業学習の中でで きる限 り失敗 を少 な くし、正確 で きれ いに仕上 げ る こと

で、成就 感や充実感 を体得で き学習意欲を高 める ことが で きる。

個 に応 じた指導 の工夫

◎生 徒の実態 の把握

生 徒の能力や意欲 を考慮 し、複数 の学習

題材 及 び加工方法 を用意す る。

◎自ら考え判断する能力の育成

自分 の能 力や学習 目標 に応 じて自 ら加 工

方法 を選択 し、主 体的 に学習 に取 り組 ま

せ る。

◎生徒の学習意欲を高ある評価の工夫

生徒 が主体 的に学習 に取 り組み、 自 ら意 欲

的に学 び続 け る態度 を育 て るための評 価。

《自己評価 の工夫》

学習課題(目 標)に どう取 り組 み、努 力 し

たかを 自ら考 え させ る。

作業 カー ドの活用(自 己評 価 カー ド)

・自分 で 目標 を もち、 目標 の達成 につ いて

喜 びや成就感 を もたせ る。

・授業 の反省 を生か し次の授業へ の学 習 目

標 を考 えさせ る。
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2研 究の内容

(1)実 態調査 の内容

「木材加工」 にっ いて、題材 、材質 、工 具や工 作機械 、加工方法 などの実態把握 の た め

に ア ンケー トを実施 した。(都 内公立中学校48校)

① 工 作機 械(授 業 での生徒 使用状況)

ア

イ

ウ

工

自動 か ん な盤(6%)

丸 の こ盤(4%)

角 のみ 盤(23%)

帯 の こ盤(19%)

オ 卓 上 ボ ー ル盤(81%)

力 糸 の こ盤(67%)

キ ベ ル トサ ンダー(46%)

ク 仕上 げ サ ンダー(8%)

② かん な

生徒使用状況

使 用 して いない

礁
使 用 し て い る

f66.6Y,)

平 削 り ま で 指 導

120.0%)

こ ぐ ぢ 劇 り ま で

多蓑婁導{26,7う 馨)

指導内容

こば 削 りまで

f旨導(533%)

(2)調 査結 果の考 察

自動 かん な盤等大型 の機械 が使 われず、比較 的安全 で扱 いやすい機 械が多 く使 われ て い

る。かんな は3校 に2校 の割合 で しか利用 されていない。 また、その うちの約半数 の学 校

が こば削 りだ けに使用 して い る。かん な削 りは技能 の習得 が難 しく指導 にか な りの時間 を

要す る と考 え られ る。 そこで正 しいかん な削 りの方法 と補助的 に使 われ る他の機械 、工 具

の使 い方 を示 し、一 人一 人の能力 にあ った加工方法 を指導 してい く必要 が ある と考 え る。

特 にご ぐち削 りで は指導 法を工夫 し、工具 や機械を適切 に選 び、正確 で きれ いに仕上 げ る

ことが必要 であ る。
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(3>指 導計画

評 価 の ポ イ ン トの 記 号 【K:関 心 ・意 欲 ・態 度 〕[S:創 意 工 夫 ・能 力][G:生 活 の 技 能][C:知 識 ・理 解]

巻 導 区 身

1,木 材 と

生 浩

品製

計

木

設■の

2

・材 料

・機 能 と

構 造

・構想 図

・製 作図

品
準

作

製
作

製

木
製

と

■
の
備

饗紅 程

木

取

り

部

品

力Q

工

組

み

立

て

塗

装

馨懸 昌

け
が
き
o

切
断

肖 雷」

り

接

合

素
地
磨
き
塗

装

反 省

4本 鯵 の

利用

捲 導 目 標

1.木 材 と生活 との関 係 を考 え させ る。

2.木 材 の 特 徴や 性質 ・構造 を考 え させ
る。

3.材 料 の 特 徴を 活 か した使 用法 を 理解

させ る。
a.使 用 目的 ・使 用 条件 に 応 した製 作 晶

の機 能 ・構造 に つ いて考 え させ る。 、
5.強 度 を保 つ ため の形 状 ・補 強法 に っ
い て考 え させ る。

s

了.

構 想図 を キ ャ ビネ ッ ト國 ・等角 國 で
か くこ とが で き るよ うにす る0

製 作 に必 要 な組 立て 図 と部 晶図 を 第
三 角 法 によ る正 投影 図 で か くこ とが

で きる よ うにす る。

8.製 鐸 工程 と作彙 工程 を理解 させ る。

9.け が き ・材 料取 りの方 法 を理 解 させ
る。

翌0.の こ ぎ り ・かん なの仕 組 み と切断 ・

切削 の原 理 を理 解 させ 、 正 しい取 り

援 い 方 がで き る よ うにす る。

11.工 繹 機 械 の 正 し いG.::.を 理 解 さ せ

切 断 及 び 切 削 な ど が で き る よ う に す

る 。

iz,複 数 の 加工 方 法の 申 か ら、摺 々の技

能 に応 じた加 工法 を選 択 させ 、 正確
な仕 上 げが で きるよ うにす る。

13.仮 組 み 立て を しなが ら組 み立 て の順

序 ・補 修の 方 法 を理 解 させ る。

14.接 着 剤 ・補 強 金 具等 の正 しい使 い方

を簿 らせ 、総 立 てが 蓬縫 にで き るよ
うにす る。

15.素 難 騒 き ・塗 装 の 方 法 を 短 らせ る。

16.作 業 室 内 の整 理 ・換気 にっ いて 考え

させ る。

i

1了.製 作品 の総 合 評 価 ・学 習内 容の 反省

を させ る。'

18.木 材の 利 題懸 短 と木 謎 が生 湧 に果 た

して い る役割 を 考 え させ る。

19.資 源 と しての 木 材 を考 え させ る。

指 導 内 容

① 日常 生活 の身 近 にあ る木製
品の 観察

② 木材 と生 活 との かか わ り
③ 木 材の特 徴(長斎・垣斎)・ 性 質
・構造

①材料の特徴

②設計要素

③ 丈 夫な 構造 ・補 強

④ 構 想図
等 角図 ・キ ャ ビネ ッ ト図

評 の 観 煮 懸聴

K:木 製品 に 関心 を持 ち、 身 の回 りの木i

樗 の鷲 徴 を進 ん で学 習 す る懇 度 がみ

G,朶藁舘あ仕組みや構造を調べること3
が で き る。
¢:木鯵 の鷲 敏 や廼 質等 を説 窮 で き る。

⑤ 絹 立図 、部 品函

第 三角 法(正 投 影 図)

K=進 ん で構 想 図 や部 品 図 ・組 立て 菌 を

か こ うとす る態 度 が み られ る。

S:使 用 目的 や条 件 ・丈 夫 な構 造 な どを

考 え、 構想 図 に工 夫 がみ られ る。
G:製 作 品 の構 想 図を キ ャビ ネ ッ ト図 や
::_eで か くこ とが で き る。

G:第 三 角 法で 部QOOや 霜立 てeを か く
ことが で き る。

C製 作昆 の墾 立 て蟹 か ら、必 要 な部 晶

図 をか くこ とがで き る。

K:進 ん で作 業計 画 に取 り組 もうと して

い る。

C;製 作 工程 に従 って作 業 項 目 を説 明で

き る。

8

襲作工程と作業工程

さ しが ね によ るけが きの 仕方

度態るいてしをきがけに

きで説
。
を

る

方

け

廷

引

の

が

き

線

が

。
で
弓

料

る
法

、

材

れ
寸

や

で
ら
な

蚕

ん

み
確

準

。

進

が
正
基

る

K

ρU
e

① の こぎ りの構 造 と使 い方

翫切 齪 鐸業 にm・ 溌心 を 示 し進 ん で
作 業 に取 り組ん で い渦 。

S:繊 維 方向 の 違 いに 応 じて 縦 び き横 び

きが 正確 に で き る。
C;の こぎ りの 構造 を 運解 し、 縫 い方 を

説 明 で き る。 ～

② かん なの 撰邉 と 襲い 方

③ 工作 機械 の構 造 と安全 な 使
い方

④加工法の選択

x:切 轟li鐸業 に 興珠 ・蘭 心を 示 し進 ん で

作業 に取 り組ん で い る。
x=進 ん で加 工 法 に応 じた手 工 具 や工 作

機 械 を選 び 作業 の 効率 や 短 縮 に取 り

組 み 正確 に仕上 げ よ う と して い る。
G二繊維 方 向 を見 て正 確 に酎 り作 業が で

きる。
C:か ん な や工 作機 械 の 構造 を 理解 し、

使 い方 を説 明 で き る。

① 仮組 立 て と補修

② げ んの う ・き りの使 い方

③ 接着 剤 ・釘 ・補 強金 具等 の

正 しい 使 い方

⑦ 塗装 諏 の佳ま二が りをよ くす

るため の素地 磨 きの方法

② 使用 目的 ・条 件 に応 じた塗

装

③ 室 内の 換気 と作 業 の安 全

総 合評 価 ・反 省

K:進 んで仮 組 立 て をす る 態度 が み られ
る。

魚 蕊 角定 規等 を硬 い部 晶の 点 検 や 、必

要 箇所 を道 具等 で補 修 す る ことが で
きる。

K:点 検 ・補 修の あ と、 進 んで 総 立 て を
す る態 度 がみ られ る。

S:目 的や 条件 に応 じて 接着 剤 や 補強 金

具 ・くぎ等 を選 び組 立 てが で き る。
C;げ んの う ・き りの 構 造 を理 解 し、使
い方 を 説 明で きる。

①B常 生 活 や崖業 の 中で 累 た
してい る木 材の 役割

②資源保護や山林の育成

K:進 んで 塗装 を し、aoを 佳 圭 け よ う

と して い る態 度 がみ られ る。
S:使 用 目的 や使 用条 件 に 合 った 塗装 を

考 え、 研磨 ・乾燥 等 を効 率 よ く行 う

工 夫が み られ る。
C:塗 装 の 目 的 ・塗装 方 法 ・安 全 性 を理

解 し、 仕上 げ る手 順 を説 明 で きる。

K:習 内 容 を反 省 して 、進 ん で 評 価 を

し、次 の 作品 製 作 に意 欲 を示 して い

る。
C:舞 品 の 完成 す る まで の 工程 を ま とめ

て説 明 で き る。

「

翫 木 緩の 役劉 を考 え、 本 軽 資源 保護 と

有 効利 爾 に関 心 を示 して い る。
S=木 製品 の 使用 方 法 に工 夫 を し、 活用

して い る。
C=田 鴬生 濤 や産 業 の 中で 、 木握 の 累 た

すf4c`を 理解 し、 説萌 で きる。

23
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(合 計 授 業 時 数35時 間)
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(4)指 導 事例

指導内容

指導目標

K関 心 ・意 欲 ・態 度

「材料 の部 品加工」

・こば面 をかんなで正確 で きれいに仕上 げ ることがで きる。

・自ら加工方法 を選択 して、 こぐち面 を効率 よ く正確 で きれいに仕上 げ る こと

がで きる。

S:創 意工夫す る能力G:生 活 の技能C:知 識 ・理解

指導目標 材料の部品加工

時 指導 学習の流れ 評 価 の 観 点

間 事項

教師の指導 教材 ・教具 生徒の活動

本 前時の学習内容を確 作業 カー ド 本時の課題を知 K:学習に対する課題をもち授業に積極的に取り組んで

5 時目 認し、本時の学習内 り、作業の見通 い る 。

分 の標 容を説明する。 しをもっ。

こ 前時の内容を発展し かんな かんなによるこ G:かんなを使い、こば面を正確できれいに仕上げるこ

ば加 こば削りをする。 ば削 りをする。 とができる。

の工 K,C:工具の特徴を知り、能力に応じて加工方法を選択

す ることができる。

こ 加工方法を選択して かんな こぐちは能力や S,G:こぐち面を効率よく正確できれいに仕上げること

ぐ こぐち削りをする。 木工やすり 意欲に応じて工 ができる。

ち ペ ルトサンダ ー 具を選択し加工 S,G:加 工法を選択 し、効率よくこぐち面を仕上げるこ

の 紙やすり する。 とができる。

35 加 K:こば、こぐち面を仕上げた喜びを味わい、次への学

分 工 習につなげることができる。

加 加工面の検査をし、 定盤 加工面の検査を G:加 工の検査ができる。

工 作業記録の記入の仕 さしがね しカー ドに記入 K:検査を通して成就感を持ちながら完成する喜びを味

の検 方を説明する。 直角定規 する。 わうことができる。

査 作業カー ド

作片 作業記録の記入の仕 作業カード 作業の感想を記 C:学 習 を振 り返 り、作業の感想を記入できる。

10 業付 方を説明する。 入する。

分 記け 片付けの指示をする0 後片付けをする。 G=安 全 に片付けができる。

録

考察 前時 にはかん なの使 い方 の指導 を行 い、試験片 で、 こば、 こぐち削 りを試 して い

る。 また、 こぐち削 りについて はかんなだけでな く、木工 やす り、ベル トサ ンダー、

紙 やす りも実際 に使用 し、体験 す ることで自 らの能力 、意欲 を考慮 し本時 の部 品加

工 で 自 ら加工方法 を選択 で きるよ うに指導 を した。

本時 の こぐち削 りで は、ベル トサ ンダーや木工 やす りに生徒 が集 中す る と予 想 し

て いたが、前時 の作業 カー ドの反省 が生 かされ、一 っの工具に集中す ることはなか っ

た。 また、各工具 の特徴 を知 り、切 削面 を検査 し正確 に仕上 げ る技 能が向上 した。

切 削面 を直角 に仕上 げ るために、それぞれの工具 の特徴 を知 り、 自 ら工具 を選 択 し

加 工 して いた。工具 の長所 を生 か し、また、削 り しろを考 え2種 類以上 の工 具 を使

用 してい る生徒 もいた。
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3研 究の まとめ と今後 の課題

本研究 は生徒 の学習意欲 を高 め、主体 的に実践 す る態度 を育 て るたあ に、作業学習 の中で、

正 確で きれいに仕上 げ、成就 感や充実感を もたせ る指導法 と評 価の工 夫 にっ いて庸究 を進 め

た。生徒一人一人 の能力 や意 欲を考慮 し、生 徒 に複数 の加 工方法を提 示 した。 それぞれ の加

工 方法 を経験 してい く中で、 自分の課題 を見っ け、生 徒が適切な加工方法を選択す る力 を育

て、主体的 に学習 に取 り組 ませ ることがで きた。 また自分で加工方法を選択 し、工夫 しなが

ら作業 を進 めてい くなかで、加 工 して きれ いに仕上が った成就感や満足感 ・学 ぶ楽 しさを も

たせ る ことがで きた。作業 カー ドを使用 して 自己評価を行 い、っ まづ きの原因 を 自分の言 葉

で表現 す ることで、次の作業 に対す る意欲を もっ ことや、 自 ら課題解決 に取 り組 む には効 果

的 であ った。

今後 の課題 と して は、木材加工 は35時 間 の中 で3年 間 の技術 ・家庭科 の基礎 的、基本 的 な

内容 のすべてが含 まれて いるため、指導内容を精選す る必要 があ る。限 られた時間の中 で、

生徒一 人一 人の能力 や意欲 に応 じた学習題材 や加工方法 を提示 し、主体的 に取 り組 ませ る指

導 や生 徒の学 習意欲 を喚起 させ る評価方法 にっ いて今後 さらに研究 してい く必要が あ ると思

われ る。
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「情報 基礎」領域

1研 究の進 め方

(1}「 情 報基礎」領域設 定の理由

現代 社会 にお ける科 学技術 の進歩、特 に電子 ・光学分野 のめざま しい発展 に伴 い、私 た

ち は多 くの優 れたOA機 器を利用す るよ うになった。 しか し、 これ らの機器 がなぜ簡単 な

操作 で様 々な作業 を行 うことが出来 るのか、 また、 そこに使われて いる コン ピュー タはど

のよ うな働 きを してい るのか などにっ いて は、十 分 に理 解 されて いないのが現状 であ る。

「情報 基礎」領域 では、 コ ンピュー タを操 作す る過程 を通 して、情 報の選択 、整理 、 処

理 、表現 などを行 い、情報 を適切 に活 用す る基礎 的な能力 を養 うことが目標 とされて いる。

現在 、 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ ・図形処理 ・表計算 ・デー タベー スな どの ソフ トウ ェア

にっ いての学習 は比較 的多 く実践 され、軌道 に乗 りつっ あ る。 しか し、プ ログ ラムの学 習

は、 まだ試 行錯誤 の状態 である。従来 のプ ログ ラムの学習 とい うと、生徒 に とって複 雑 な

式 の羅列 であ った り、時間をか けた割 にはあま り成就感 が得 られない ものが多か った。 ま

た、経験 や技能 の差 がでやす いことや、 うま くで きなか った生徒 が コンピュー タを嫌 いに

な ることなど も指摘 されて いる。

そ こで、本分科会 で は扱 いやすい プログラム言語(行 番号 不要 ・構造化言語)を 取 り上

げてプ ログ ラムの学習 にっ いて研究 した。また、 この ことを通 して個々の創作意欲 を高あ、

技術 ・家庭科 の特徴 と しての製作活動 を行 い、 コンピュー タの働 きや仕組 み について、 主

体的 に理解 を深め られる指導 内容 ・方法 および評価 の工夫 を行 うことに した。

② 研究の構想

① 実態 の調査 ・分析 ・考察

② 指導内容 と指導方法 の工 夫

③ 教材 の開発(プ ログラム言語 の選定 な ど)

④ 評価 の工夫(到 達度確認 カー ドの工夫)

⑤ 指導計 画 と学習指導案 の作成

⑥ 授業 の実践 と検証

⑦ 研究 のま とめ と今後 の課題

2研 究の 内容

(1)実 態調査の 内容

研究を進 め るに当 たり、 プログ ラムの学 習の現状 と指導上の問題点 の実態把握 の ため に

ア ンケー トを実施 した。 この調査 は研 究員 の近 隣を中心 に、208校 に調 査 を依 頼 、 有効 回

答数145校(有 効回答率69.7%)の 協 力を得 ることがで きた。(平 成7年7月 実施)

調査項 目は、「情報基礎 領域 の履修を行 う学年及 び指導時間」「プログ ラムの作成 指導 を

行 ってい るか。 また、行 ってい る場合 はその内容(題 材)」 「使 用す るプ ログ ラム言語 」

「プ ログラムの作成 に要 す る時間」「指導 内容 ・指導方法 にっいての問題 点.で あ る。

特 に、複数校 か ら共通 して上 げ られた問題点が現在の プ ログラムの学 習 にお ける課 題 で

あ ろ うと推測 され る。 この項 目につ いて は教師側、生 徒側、指導方法 ・その他 に分類 して

ま とめを行 った。
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① 情報基礎履修対象生徒

1.W.lrI.,.,tom一

障 ㍑÷
1
←

2学 年 選択 26校

3学 年 103校

2学 年選 択 48校

② 情報基礎履修時間

一
30時 間32校'

④ プロ グラムの作成 内容

一旦国
L竺L墜 」

・・劃

⑤ 使用 したプ 羅グラム言語

{

N88-BASIC
1

53校

LOGO 15校

③ プ ログラムの作成指導

弊
して い な い84校

」

⑥ プログ ラム作成

の時間数
「一 一一T-一一 一

鵬 モー訓
ll
トー一 一 一

9～11時 間

L

回 堕L12-x
31校

F-BASIC 6校

亟
12～14時 間

一lll

L墜堅 ⊥_塾
⑦ プ ロ グ ラ ムの 学 習 の 指 導 上 の 問題 点

ア 教 師 側 の 問 題

・バ グを 直 した り、 プ ロ グ ラムが動 作 しな い時 、 教 師一 人 だ けで は対 応 し きれ な い。

・教 師 自身 が プ ロ グ ラム の学 習 の授 業 方 法 が わ か らな いの で 、 自 己研 修 を しな け れ ば

い けな い。

・生 徒 へ の 提 示 用 プ リン トを作 る の に よ い資 料 が な く、個 人 で探 して 自費 で 購 入 して

い る。

イ 生 徒 側 の問 題

・樹 人 差 が あ り、進 度 の早 い生 徒 と遅 い生 徒 が い る の で、 指 導 法 が難 しい。

・グ ラフ ィ ッ ク命 令 は比 較 的 理 解 す る が 、分 岐 な ど の命 令 が入 る と理 解 させ るの に 苦

労 す る。

。レデ ィネ ス に問 題 が あ る。

・生 徒 の中 に は機 械 自体 に不 安 を も って い る者 もい る。

ウ 指 導 方 法 ・そ の他 の問 題

・プ ログ ラム の指 導 が難 し く、 指 導 内 容 も試 行 錯 誤 して い る。

・時 間 的 に プ ロ グ ラム の指 導 内容 が限 定 され て しま う。

・一 斉 指 導 で は指 導 が行 き届 か な い場 合 が あ る。

・コ ン ピュ ー タが 二 人 に一 台 で は指 導 方 法 が 難 しい。

・プ ロ グ ラム の作 成 が簡 単 に で き る ソ フ トウ ェアが 望 ま れ る。

・創 意 工 夫 が で き る発 展 課 題 を設 定 す る こ とが必 要 で あ る。
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⑦ 調査結果 の考察及び題材の設定

実態調査 の結果 、情報基礎領域 は3年 生 に多 く履修 されて いる ことがわか る。 これ は、

数学 的 な基礎知識 や論理的思考力 の発達をふ まえて設定 して いると考え られ る。

また、履修時 間については20時 間が多 いことがわか った。 これ は、3年 間で7領 域以 上

履修 させ ることか ら予想 された結果で もあった。 そ して、 プログ ラムの学習 を行 って い な

い学 校が58%と 過半数 を越えて いるが、その中の30%以 上 の学 校が、今後積極 的に取 り組

んで行 きたいと答えて いた。

しか し、 プログ ラムの学習の指導上 の問題点 と して、「生徒 に とって理解 しに くい」 「個

人差 が大 きい」な どの生徒側 の問題 や、「指導内容、方法を模索 して いるjr一 人一 人 の生

徒 に対応 しきれな い」な どの教 師側 の問題 が数 多 く指摘 されてお り、 これ らの悶題 に どの

よ うに対処 して い くかが、本研 究の大 きな課題 と考 え る。そ こで、次にあ げ る項 目に重点

を置 き、研究 を進 あて い くことに した。

・興味 ・関心 を引 き、個 々の創造性 を発揮 で きる題材(発 展 的な題材 設定)

・取 り組 みやす く、課題達成 が比較 的容易 なプ ログラム言語(使 用 す るプ ログラム言語

の選定)

・指導計画 、指導 内容 の工夫(基 本的 な指導例)

・個 々に フィー ドバ ックで きる評価(自 主 的学習 の助長)

以上 の ことをふ まえ、特 に使 用言語 の選定 と教材 の工夫 にっ いて十分 な検討 を重ね 、B

ASICの 構造化言語 を使用 しプ ログラムの学習 を行 うことに した。 また、サ ンプル プ ロ

グラムや例題 の開 発によ って、学習 の流 れがスムーズになるよ う工夫 し研究 を進 める こ と

に した。

(3)評 価 につ いて

前述 の 「個 々にフ ィー ドバ ックできる評価」 の方法を検討 し、達成度確認 カー ド(自 己

評価 カー ド)の 作成 を行 った。一っ一っの学習項 目に沿 って、生徒 自身 が確認(評 価)し 、

その後の学習へ の取 り組 みの手助 けとなるよ うに工夫を行 った。 また、新 しい評 価観 に基

づいて、関心 ・意欲 ・態度 や創意工夫 につ いて も評価で きるよ うに した。

O・ よくわかろ ○ だいたいわかる く 一人では不安X・ よくわかりない

雌 項 自 特に印象の強か った事

ノ

フ

ト

ウ

ユ

7

の

活

用

i ヘサ 帽 、as,,noaの 関 陥

2 《一卜争zアξ そ の 客 琢(e=i‐roo・7響 万 一・等 〉

3 γプ リリーゾコノの 種 類

a アヅ リケーゾ引ノの 躍 鎖 と用 途

§ 襲本繕㌻ドブ硬・9一竃本燦鐸 《起勤・終了ン
…m

G 文宰人ノ1f大文字・小文字〉

7 濃字変換・コー7字 変換 ・カクカナ変換

8 縦 墨(コ ピ ー ・g就 ・移 勤 〉

9 曝存・呼び出し

興味を6り たこと・τ二夫したところ・啖岡に思うこと・{先 生からの7ド バイz)

NO 凋 目 特に昂象の強かった事

プ
ロ
ダ
ラ
ム
の

鐸
該

L &SICの 起勤・終了方法

2 MSICの 実行方法

三
4

mCt3べDPRER(文
一油

軌 ㏄AE・ ④coしo配 ⑤SL厄EP文

5

6

⑤gs繋 ・6うも麗 文

⑧CIRCLE.・ ⑨P川 了文

ア ⑩ew〔}・ ⑪rnx‐xexT文
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(3)年 間指導 計画 「20時間」

評価のポイントの記号[K:関 心 ・意欲 ・態度 〕[S:創 意工夫][G:生 活 の技能][C:知 識 ・理解]

指導項目
時

問
指 導 内 容 指導上の留意点 主 な 評 価 の ポ イ ン ト

情1① 情報と私た 1 ・家 庭 や 社 会 の な か で コ ン ピ ュー ・ ビデ オ等 を 活 用 し 、具 体 的 な イ K:コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に
報私 ちの生活 タが果たしている役割を指導す メ ー ジを っ か ま せ る 。 つ い て 関 心 を持 ち 、進
とた るo んで学習する態度がみ
ち られ る 。

コ ① コ ン ピ ュ ー ・コ ン ピュ ー タ の 構 成 と各 部 の 機 ・入 出 力 装 置 及 び コ ン ピュ ー タ の
K:コ ン ピ ュ ー タ の 操 作 に

さ
夕の構成 能 に つ い て 指 導 す る 。 5大 機 能 に っ い て 理 解 さ せ る 。 意欲的に取 り組める。

ユ ② コ ン ピ ュ ー z ・コ ン ピュ ー タ の 基 本 操 作 に っ い ・日 本 語 ワー プ ロ ソ フ トを 使 用 し

i 夕の基本操 て 指 導 す る 。 演 習 させ る 。 G:各 操 作 を 習 得 し 、実 際
タ 作 ・フ ロ ッ ピー デ ィ ス クを 実 際 に使 に利 用 で き る 。
の ① フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク使 用 法 方 用 し取り扱い方を理解させる。
操 ②起動、終了の手順 ・起 動 、終 了 の 手 順 を 理 解 させ る.
作 C:各 部 の 名 称 、 働 き 、操

と ③ キ ーt一 ド 3 ・キ ー ボ ー ドの操 作 方 法 を知 らせ ・日 本 語 ワ ー プ ロ ソ フ トを 使 用 し 作方法を知 り正 しく説
構 の操作 コ ン ピュ ー タ へ の 入 力 方 法 を 理 目 的 に あ っ た入 力 を 行 わ せ る 。 明 で き る 。
成 解 させ る 。 ・漢 字 変 換 に っ い て も触 れ る 。

① ソ フ トウ ェ 4 ・ハ ー ド ウ ェ ア 、OS、 ソ フ ト ウ
・実 際 に ソ フ トウ ェ ア を操 作 し理

C:ハ ー ド ウ ェ ア 、OS、
ア と ハ ー ド ヱ ア と 、 そ の関 係 を 学 ばせ る 。 解 させ る 。 ソ フ トウ ェ ア の 概 念 や

ソ ウ ェ ア 関係が理解 し正しく説
フ 明 で き る 。
ト ② ソ フ トウ ェ ・ソ フ トウ ェ ア の代 表 的 な も の に ・各 ソ フ トウ ェア を 目的 に 応 じて K:日 本 語 ワ ー プ ロ ソ フ ト
ウ アの活用 っ い て 、 そ の 目的 ・用 途 を指 導 選 択 で き る よ うに させ る 。 に興味を持ち、自ら課
工 す る 。 題に取 り組む姿勢がみ
ア ・図 形 処 理 、 デ ー タ ベ ー ス 、表 計 ・各 ソ フ ト ウ ェ ア の デ モ ン ス ト レ られ る 。
の 算 の ソ フ トに つ い て の 機 能 と基 一 シ ョ ンを 行 い 、そ れ ぞ れ の 活 G:日 本 語 ワー プ ロ ソ フ ト

活 本的な操作方法を指導する。 用方法を理解させる。 の操作方法を習得 し、
用 活 用 で き る 。
③ ソ フ トウ ェ 5 ・日 本 語 ワ ー プ ロ ソ フ トの 機 能 と ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト の 一 例 S:編 集 機 能 等 を 活 用 し 、
アの操作 基本操作の方法を指導する。 と して 、 日本 語 ワ ー プ ロ ソ フ ト よりよい文書作成がで
(文書の作成) 6 を使用 し、その基本操作を習得 き る 。

①入力 ②変換 ③編集 さ せ る 。 C:操 作 方 法 を 理 解 し 、正

④保存 ⑤呼出 し く説 明 が で き る 。

① プ ロ グ ラ ム 7 ・プ ロ グ ラ ム 言 語 に よ って 命 令 を ・プ ロ グ ラ ム言 語 の種 類 や 特 徴 に K:プ ロ グ ラ ム に 興 味 を持
言語の概要 与 え 、 コ ン ピ ュ ー タ が 動 作 す る つ い て も触 れ る 。 持 ち 、学 ぼ う とす る姿

こ とを 理 解 させ る 。 勢 が み ら れ る。

●ansｺc ・BASIC言 語 ソ フ ト ウ ェ ア の ・実 際 に コマ ン ド学 習 と並 行 して

舌 言五口R口 基本操作にっいて指導する。 保 存 ・呼 出 の演 習 を させ る 。 G:各 コ マ ン ドを 活 用 し 、

(起 動 、終 了 、保 存 、呼 出 、実 行) (PRINT文 を 用 い る 。) プ ロ グ ラ ムを 作 成 す る

事 が で き る。
pansｺc ・BASICの コ マ ン ド(命 令)に ・基 本 的 な コ マ ン ド(命 令)を 理 解

の命令 つ い て 指 導 す る 。 さ せ活 用 で き る よ うに さ せ る。
・そ れ ぞ れ の コ マ ン ドに つ い て の C:各 コ マ ン ドの 意 味 と使

OCLSOPRINT 例 を提示し実行させる。 用 法 を理 解 して い る 。
(デ モ プ ロ グ ラ ム の 提 示)

プ 8 OLOCATE●COLOR ・複 写 方 法 に っ い て も説 明 す る 。

口 ●SLEEP ・例 文 を 基 に 個 々 に発 展 させ る 。 S:コ マ ン ドを 組 み 合 わ せ

グ ・行と列の座標の概念を理解 させ 発 展 した プ ロ グ ラ ム を

z
9 ●PSETOLINE る 。 作成 しようとする姿勢

・XとYの 座 標 の 概 念 を っ か ま せ が み られ る 。
の 10 ●CIRCLEOOPAINT る 。

作 ・基 本 の コ マ ン ドを組 み 合 わ せ る

成 ii ●REM(')●FOR^-NEXT こ と に よ って 、複 雑 な プ ロ グ ラ K:グ ラ フ ィ ッ ク制 作 に 対
ムに発展できることを理解 させ する関心 ・意欲が見ら

iz ⑫DO～LOOP る 。(発 展 学 習 》 れ る 。

④ プ ロ グ ラム 13 ・BASICに よ っ て グ ラ フ ィ ッ ・作 品 例 を提 示 し イ メ ー ジ を っ か

の作成 クを作成す ることを指導する。 ませ る 。 G:学 習 した コマ ン ドを 活

用し、個性を生かした
①座標点(X軸,Y軸)の 理解 ・方眼紙を利用し座標を理解 させ グ ラ フ ィ ッ ク プ ロ グ ラ

② デ ザ イ ン(マ ップ)の 作 成 方 法 る 。 ムが 作 成 で き る 。

z ③ デザインの製作 ・基本の命令を用いて目的に合わ

④座標の読み取り せ た プ ロ グ ラ ム を作 成 させ る。

⑤ プ ロ グ ラ ミン グ S:プ ロ グ ラ ムの 合 成 方 法

⑥複数のプログラム合成(修 正) ・発 展 課 題 と して 、別 の プ ロ グ ラ を理解 し、発展させた
⑦個に応 じた発展課題 ムとも合成できる事 も理解 させ プログラムを作成する

ig {INPUT、SOUND,IF-THENな ど) プ ロ グ ラム の 作 成 を させ る 。 事 が で き る 。

情 ① コ ン ビa一 20 ・コ ン ピ ュー タの 発 達 、役 割 、活 用 ・多 量 の 情 報 の 中 か ら、 必 要 な も K:情 報 化社会においての

報私 夕の発達 と の 方 法 に っ い て 学 ば せ る。 のを選択し、活用する姿勢を持 コ ン ピュ ー タ の あ り方

化た 利用 た せ る 。 を進んで考えようとし

社ち ②情報化社会 ・ プ ラ イ バ シ ー 、 著 作 権 、 コ ン ビ ・情 報 化 社会 の な か で の 、モ ラル て い る 。

会の と私たち -一 タ 犯 罪 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ に 関 わ る こ とに 重 点 を お い て 、 C:様 々な問題や影響を知

と生 る人体への影響、情報の正 しい 理 解 さ せ る 。 り、 情 報 に つ い て の 重
活 活 用 に っ い て 学 ば せ る 。 要 性 を 理 解 して い る 。
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《4)指 導 事 例(15時 間 自/全20時 間)

① 指 導 項 目 「プ ロ グ ラム作 成 」 を指 導 す る

② 本 時 の 目標 ・プ ログ ラム の作 成 を 行 う。

・BASICの コマ ン ド(命 令)に つ いて の確 認 を す る。

③ 指 導 の 展 開

評価のポイントの記号[K:関 心 ・意欲 ・態度]〔S:創 意工夫3〔G=生 涯の技能3[C:知 識 。理解}

学習活動及び内容 指導上の留意点 評 価 の ポ イ ン ト 備考 ・資料

導 入 ・前時の確認 ・配 布 フ ロ ッ ピーの確 認 ・配布資料の確認

(紛) ・本時の内容、冒標を提示 ・本Bの 指導資料の確認

・電 漂 ◎Nの 捲 示 K:プ ロ グ ラムの 概 念 蓼こ

展 開 ソフ ト起動の指示 ・ソフ トは あ らか じめ配 興 味 を持 ち 、学 ぼ う

布 して お く とする姿勢がみられ

(40分) る 。

・QB-BASIC起 動 ●QB-BASfC起 動 力翼正 し く C:QB-BASIC起 動 が 正 し ・QB-BASIC起 動 ・終 了 法

されているか確認 く され て い るか

プログラム作成説明

・柞 成 プ ロ グ ラ ムの呼 び ・プ ロ グ ラ ムの呼 び込 み C:鐸 成 プ ロ グ ラ ムの縛 。QB-BAS韮cの 呼 び 出 し 、

出し は デ ー タ フ ロ ッ ピ ー と び込みが正しく出来 登録の資料
・座 標 の読 み と り サ ンプ ル フ ロ ッr一 を て い るか

・効 率 的 な プ ロ グ ラ ミン 間違わないように指示

グの方法 (自 分 の デ ー タ フ ロ ッ

ピ ー を1(A)ド ラ イ

プ ロ グ ラ ミン グ プに入れて呼ぴ欝す)

・盤一3義Sleの 起 勤 と呼 び ・{8-BAs韮cの 起 勤 と呼 び K:ブ 冒 グ ラ ム の コ マ ン

出しの確認をする。 出 しの 確 認 を す る 。 ドに興 味 を 持 ち 、学

[資料 】を参考にして (資料を確認させる) ぼ うとする姿勢がみ

瀬次指導確認する。 られ る 。

・座 標 の読 み と り ・座 標 の読 み と り C:座 標 の読 み取 りが ス ・座標の読み取 り方法

座標の読み取りをスム ム ー ズ に出 来 て い る

一ズに出来る様に指示 か

・プ ロ グ ラ ム手 顯 の3 ・プ ロ グ ラ ム手 瀬 の 確認 s:課 題 に 慈 じた プ ロ グ ・プ ロ グ ラム手 噸 の 確 認

(資料を確認させる) ラ ムを っ く る事 が で の資料

き 、 その プ ログ ラ ム

・モ ニ タ ー巡 視 と帆 間巡 を生かした応用がみ

視 られ る。

・効 率 的 な プ ロ グ ラ ミン ・プ ロ グ ラ ミ ン グ ・効 率 的 な プ ロ グ ラ ミ ン

グが され て い るか 、モ 効 率 的 な ブ0グ ラ ミン グの資料
ニター巡視と机間巡視 グの資料の確認

・現 在 修 成 途 ・sを ・演習 してない生徒は資

全員に公開する 料のまとめを指示
・以 上 に つ い て2§ ラシ位 ・演習してない生徒は郵 ・致 達 壌 確 認 カ ー ダ

で交代で演習させる 達 度 確 認 カ ー ドの ま と

めを指示

・QB-BASICの 終 了 と登録 ・登 録 が 間 違 って い な い C:QB-BASICの 終 了 と登 ・eg-Basic起 動 ・終 了 法

の 確 認 を す る 。 かの確認をする。 録が正しくされてい

コ ン ビ3タ の終 了 指 示

る

ま とめ ・本 時 の ま とめ ・本 臼の指 導 の 確 認 K・S・G・C二 到 達 度 確 認 ・以降の配布資料の予皆

《§分) ・次魑の予省 ・持 ち物 の確 認 毒一季'醗 ヱック
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3研 究の まとめ と今後 の課題

(1)研 究の まとめ

本研究 において生 徒一人一 人の理 解を深め、学 習意 欲を高 め ることがで きる指導 内容 ・

方法 と評価 にっ いて研究を進 めて きた。 この結 果、指導計 画 ・内容の工夫 によ り学 習意 欲

が高 ま り、生 徒が取 り組みやす く理解 しやす い指導が実践で きたと思われ る。

基礎 的 ・基 本的な内容 の定着を図 るため、 いか にスムーズな学習の流れをっ くり、また、

理解 しやす い指導 内容 ・方法を工夫す るかが ポイ ン トの一つで あ った。指導計 画 ・内容 の

検討 を十分 に行 い、指導項 目を精選 し、 サ ンプルプログラム ・指導資料(コ マ ン ド解 説 ・

例題集)等 の教 材開発 によって大 きな成果が あげ られ た。特 にサ ンプルプ ログラムの活 用

によ り、生 徒の興 味 ・関心が高 ま り、学習意欲の向上 にっ なが った。 また、生徒 の能 力 に

応 じた指導方法 と して発展課題を設定 を した。発展課題で は、 よ り高度 なプ ログラムの作

成 を通 して一人一人 の生徒 に成就感 を もたせ る ことがで きた。

さ らに、基礎 ・基本 の上 に、生徒 個 々の創作 意 欲 を高 め発 展 させ、 自由 な発想 で作 品

(グ ラフィック)の 製 作 に取 り組 ませ ることがで きた。行番号 を必 要 と しな い構造 化言 語

を使 用す る ことによ り、実態調査 にあ った 「生徒 に とって理解 しに くい原 因」 とな る多 く

の問題 点 を解決す ることがで きた。

生 徒 自身 が学習 を振 り返 り、 自主 的 に学 習効果 を高 め る手段 と して 、 「到達 度確 認 カー

ド」の活用 を試 みた。 この結果 、生 徒 自 ら学 習項 目ごとの理解度 を確認 し、段階的 に プ ロ

グ ラムの学習 に取 り組 め るようにな った。 また、興 味 ・関心 や創意工 夫の項 目にっいて も

知 る ことがで きた。 さ らに生徒 にとって理解 しに くか った事項 も 「先生か らのア ドバイス」

の項 目を設 け ることによって効果的な指導が行 えた。

プ ログラムの学 習を中心 に、情報基礎領域の指導を進 めることは、情報活用能力 の基礎

を養 う上 で有 効で あったと考え る。

(2)今 後 の課 題

本研究 は20時 間 の指導計画 で実施 したが、「ソフ トウェアの活 用」 につ いて の学 習 時間

が十分 に確保で きなか った。特 に、 日本語 ワー ドプロセ ッサ ・図形処理 ・表計算 ・デー タ

ベー スの活用 にっ いて は、時間をか けて指導す る必要が あると思 われ る。 この ことか ら、

3年 間 を見通 した指導計画を工 夫

し、情報基礎 領域 の履修 には さ ら

に多 くの時間を設 定す ることが望

ま しい と考 え る。

生徒 の作品を見 ると、同 じよ う

な作品 で も、生 徒の到達度 によ り

プ ログラムの構成 の仕方 に大 きな

差 が見 られた。従 って作品を評 価

す る とき、十 分な分析 と、評価 の

基準 とな る観 点を明確 にす る こと

が課題 であ る。
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「住 居」領域 一生活 を見直 し、よ りよい住 まい方 を実践 できる指導法 と評価 の工 夫 一

1研 究の進め方

(1)領 域 と副主題設定 の理 由

住居 は家族 の生活 の器 であ り、その中での住 まい方 は、生徒一人一 人あ るいは家族 の 住

ま いに対す る考 え方 を表 してい る。中学生 は、住 まいや住 まい方 に対 して、具体的 な夢 や

希 望を もって い る。住 まいの問題を解決す るために は費 用や時間がかか る面が あ り、住 み

に くいのを我慢 しあ き らめて しまってい ることが多 くみ られ るが、工 夫の仕方 ひ とっ で心

地 よい住 まい方 がで きる。その ためには、生 徒一 人一 人が毎 日の生活 の中 で、 自分 と家 族

の住 まい方 の問題 や課題 に気付 くことが必 要であ る。 さ らに、工 夫 し改善 してい こう とい

う意欲 を もち、や り遂 げ られ る力をつ けること も大切 であ ると考え る。

「住居」領域 で は、住空間 の計画及 び室 内環境 と整備 に関す る学習を通 して快適 な住 ま

い方 にっ いて理 解 させ、住空間 を活用す る能力を養 うことを 目標 に して い る。

生徒 たちの住 まい方 に対す る思 いを大切 に し、現状をそ のまま受 け入 れ るので はな く、

創意工夫 す ることによ り快適 に住 ま うことが できる ことを体験 させ る ことによ って、 自 ら

の生活 をよ りよ くして い こうとす る気持 ちを もたせ たい。

生徒一 人一 人が それぞれの家庭 のあ り方 と住 まいの関係 を考 え、 よ りよい住 まい方 を工

夫 し、実践 で きる態度 の育成 を願 い指導法 と評価 の研究を進 め ることとした。

② 研 究の基本的な考 え方

家族 とのかか わ りの中で現在 の住まい方 の課題 に気付 き、住空間 のよ りよい活用 がで き

る生 徒を育て るために次の2点 を中心 に研究 を進 め ることとした。

① 生徒 の学習意 欲が高 ま る課題 解決 的な学 習方法 を工夫 す る。

② 生徒 の学習状況 を把握 し、意欲 を高 あ る評価 の仕方 を工夫す る。

(3>研 究の内容

① 実態調査及 び考 察

② 指導計画 の作 成(20時 間)

③ 指導案 の作成

④ 教材 ・教 具の工夫

⑤ 研究の まとめ ・今後 の課題

2研 究 の内容

(1)実 態調査の結果及 び考察

研究 を進 め るにあた り住居 に関す る実態調査 を行 った。

(対 象 都 内公立 中学校5校 第3学 年697名)

① 実態調査 の結果(抜 粋)

ア,核 家族 ですか。拡大家族ですか。

拡夫家族(
19

族

(80.4毘)

イ.家 族 の集 ま る場 所 は ど こで す か 。

m
他
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ウ.住 ま いで 不 都 合 を 感 じ る点 は エ .住 ま いを 工 夫 す る た め に 、知

あ りま す か 。 りた い ことが あ り ます か 。

ある

籐………il…ii;………;………騨'護 細 贈
(80.4%)

② 調 査 結 果 の考 察

家 族 と住 ま いを 考 え る上 で 、 イ の 「家 族 の集 ま る場 所 」 の結 果 で は;・ ・%の 生 徒 は住

ま い の 中 で 集 ま る場 が あ る と答 えて い る。 しか し 「集 ま らな い 、特 に な い」 と答 え た 生

徒 は10.1%で あ った 。 これ は今 の家 族 関係 の希 薄 さ と現 代 の住 宅 事 情 を 反 映 す る1っ の

状 況 と も受 け取 れ る数 字 で あ る。 住 ま い方 は 「家 族 がか か わ り合 い な が ら住 ま う場 」 と

い う視 点 で 押 さえ て い く必 要 を感 じさせ られ る。

住 ま い の意 識 に っ い て は、 ウ ・エ の結 果 に注 目 した い。 生 活 を す る 中 で 、 「住 ま い に

不 都 合 は な い」 と答 え た生 徒 は80.4%で 何 らか の具 体 的 な 問題 意 識 を も って い る生 徒 は

19.6%で あ った 。 「住 ま いを工 夫 す るた あ に知 りた い こ と」 の項 目で は、39 .6%の 生 徒 が

学 び た い具 体 的 要 望 を あ げ て い た 。 「不 都 合 」 と ま で は考 え な い が 、 自分 な り に 何 か

「工 夫 した い」 と前 向 き に考 え る生 徒 の 数 が 多 くな って い る。

各 校 と も共 通 して 多 か った意 見 は 、「部 屋 を どの よ うに広 く使 うか 」 「家 具 の配 置 を 工

夫 した い」 「収 納 を 工 夫 した い」 な ど、 空 間 の 有 効 な利 用 の 仕 方 で あ った。

この 「広 く使 い た い」 とい う生 徒 の願 い に依 拠 して学 習 を進 め て い くこ とが 、 生 徒 の

学 習 意 欲 を 喚 起 して い く もの で は な い か と考 え た 。

意 欲 を 高 め、主 体 的 に実 践 す る力 を育 て て い くた め に は、 住 ま い へ の生 徒 一 人 一 人 の

願 い や 気 付 きを 引 き 出 して い く授 業 の工 夫 が よ り大 切 で あ る と考 え る。

(2>指 導 計 画(20時 間)

◎:関 心 ・意欲 ・態度O:創 意工夫 す る能力 △:生 活 の技能 口:知 識 ・理解

学習項目 時闇 学 習 内 容 評 価 の 規 準

互 わた したち z (1)住まいの移り変わりや地域の気候、風土との関係及び特徴を知 ◎住居に関心をもち学習への

の生活と住ま る。 意欲が見 られ る。

い (2)住 まいの機能を考 え る。 ◎積極的に話合いに参加する
「

(3)現 在の 住宅状況を考 えて 「住要 求」をつ かむ。 口住まいの役割が理解できる

2快 遮に住ま 14 (1)住 空 間のはた らきを考え る。

う住空問の工 3生活行為を知り、それはどの空間で行われているか考える。 口間取図を読むことができる

夫 ‡住空間の構成の仕方を住宅間取図を例として考える。 ◎積極的に話合いに参加する

嫁 族構成や年齢によって、住まい方も変化することを理解する。 口生活行為と住空間の関係を

理解で きる。

◎課題に取り組む意欲がある

(2)環 境条件 を考え る。

零住まいを支える施設や設備を調べる。 ◎△施設、設備に関心をもち

奪生活臭気を取り除く工夫を考え、実行する。 興 味 を もって調べ る。

孝湿 気を少 な くす る工夫 を考え、実 行す る。 ◎積極的に話合いに参加する。
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s害 虫駆除 につ いて考え る。 ◎O△ 騒音についての知識を

‡騒音にっいて知り、騒音防止の方法を工夫する。 もち騒音防止の方法が考え

零採光 、通風、換気 、安全 について知 り、工夫す る。 られ る。

零快適な室内気候とは何か考える。 ◎積極的に話合いに参加する

零自然を取り入れた室内気候と、人工的な室内気候を考える。 ○衛生的な室内が保てるよう

な工 夫がで きる。

口△空気調節ができる。

(3)空 間を生 かす 工夫を考 え る。

‡家具と人体動作の関係を知る。 ○条件を考え、空間を生か

姻 人の空間の工夫。 す こ とがで きる。

‡家族の 空間の工夫。 ○口家族の集まる場として

零住空間 の構成を まとめ、略平面 図に書 く。 の問題点を考える。

口△略平面図が書ける。

(4)わ た したちを取 りま く社会 と住居につ いて考え る。 口居住水準を知る。

◎安全な生活に関心をもち、

工夫する態度がみられる。

3こ れ か らの 4 (1)ゴ ミを減 らす工夫 を考え る。 ○◎ゴミに対して関心をもち

住生活 唯 まいと資源を考える。 ゴミを減らす方法を考える

○口△生活排水にっいて理解

し、改善する方法を考え実

践で きる。

(2)エ ネルギ ーの有効利用 と環境破壊 を考え る。 ロ エネル ギーにっ いて理 解 し

有効利用を考える。

(3)こ れか らわた した ちにで きることは何 か、快適 な住 まい方 にっ ◎口住居について関心をもち

いて 、まとめ る。 住まい方 の知識が ある。

(3)題 材の指導計画 「快適 に住 ま う住空 間の工夫」

① 指導計 画

(1)住 空 間の種類 とはた らきにっ いて考え させ る。

(2)生 活 に必 要 な空間の大 きさは、人体や家具 の寸法及 び動作 を基礎 と して成 り立 っ こ

とを知 らせ る。

(3)生 活 の仕方 の違 いによ って住空間 の大 きさが異 なる ことを理解 し工夫 させ る。

(4)室 内環境 の大切 さを理 解 させ る。

(5)個 人 ・家族 で使 う空間を考え、有効 に活用す る工夫を させ る。

② 指導計画(14時 間)

(1)住 空間 の はた らきを考 え よ う2時 間

(2)環 境条件 を知 ろ う5時 間

㈲ 空間 を生 かす工夫 を しよ う6時 間(指 導事例)

(4)わ た したちを取 り巻 く社 会 と住居 につ いて考え よう1時 間

く4)指 導事例

① 小題材 「あなたに4,5畳 の部屋 をあ げよ う」

② 目 標

ア 生活 の仕方 の違 いによ り、住空 間の大 きさが異 な ることを理解 させ る。

イ 目的に合 った住空間 の工夫 がで きる。
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③ 展 開

小題材名 「あなたに4.5畳 の部屋をあげよう。」
◎:関 心 。意欲 ・態度 ○:創 意工夫する能力 △=生 活の技能 口:知 識 ・理解

学 習 活 動 生徒の反応と教師の援助 評 価
(☆)(※)

導 ・本時の学習を知る。
入 ・4 .5畳 の縮尺図を黒板に貼り、学

/
習のイメージをっかむ。

あ な た に4.5畳 の 部 屋 を あ げ よ う 。

・教室に、出入り口も含めた4.5畳
の空間を作る。
・生徒 にテープを持 たせ 、4.5畳 の ☆思ったより狭いね。 口広さのイメージがっか
空間を作る。 め る。

(270x270)

;部屋の条件を検討しよう。i ※個人用の4.5畳 の縮尺図を配布o曾
す る。

展 ①床座又はイス座にっいて、班で討議 ※生徒の課題にそって、班を分ける。
す る。

②r寝 る ・勉強する ・収納する』を考 ☆ベ ッドがいいな。
えて構成する。 ☆テレビとこたつが欲 しい。

③部屋に入る家具を考える。 ☆机 ・本棚が必要だ。 @口 必要な家具があげら
・用途にあった家具 れる。

(寝る、学習する、収納
す る)

④家具の配置で気を付けることは何 ※通風、採光、日照は、自然条件と
か考える。 して大切であることにポイン トを
・出入 り口 ・壁 ・押入 お く。

・窓(通 風、採光、 日照)

iさ あ、あなたの部屋を作 ってみよi ※机間指導で生徒の個々の課題に対 ○口自然条件をふまえて
iう。i 応す る。 家具の配置ができる嘩9

個人 ・条件を満たした部屋を考える ☆机はこたっがいいよ。
(通風 ・採光)

開 ☆押入で寝たい。
☆押入を改造してもいい。

・・個人の構想を持ち寄って班で ※子どもの良い点を認め、班の構想 @班 で協力 して、話 し合

検討する。 に生かすよう助言する。 いがで きる。

班 ・実際の大きさをテープで作 っ (個人の考え)
た空間で体験する。 (意見交換)
㌧・班の構想を完成させる

。

`

i班 の構想を発表 しよう。: ◎わか りやす く、班の発撃7
表ができる。

・班 ごとに、4.5畳 の縮尺図を利用 ◎発表を興味をもって聞
して、部屋の構想を発表する。 く 。

i意 見を交換 し合おうO ※工夫点を認め、各班に生かすよう 口様式の違いによる長所
b

に助言する。 が理解できる。
・和 ・洋、それぞれの特徴をつかむ。 ☆僕の部屋と同 じだ。 口現在の住まい方につい
・他の班の意見をとり入れて、構想を ☆ベ ッドを真ん中に置 くと狭いよ。 て考えられる。

まとめ る。 (自分の課題)

/ ・本時のまとめをする。 ※住空間は創意工夫により、住みや ○住空間が工夫できる。
ま す くなる事に気付き、生活に活用 (住空間の工夫)
と で きるようにす る。

め ・次時の学習について知る。 ※次回は 「家族の空間」にっいて学
習することを伝える。
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(6)授 業 の考察

生徒一 人一 人が、毎 日の生活 の中で感 じた ことや疑問 に思 った ことな どを課 題 と して取

り上 げ る学 習(課 題解決的 な学習)を 取 り入 れた ことで、生徒 の自由な発想 や様 々な表現

を大切 に した授業 を展 開す ることが できた。 また、学習を通 して得 た知識 や技 能を生 か し

た体験活動 を実施 す ることで、 自 ら課題を解決す る意欲を育て る ことがで きた。

評価 につ いて は、指導 と評価 の一体化を 目指す ことが、生徒一人一人 の学習意 欲を高 め

る ことにっなが ると考 え た。 この視点 に立 って授業 を進 めて い くと、現実 の住 ま いの中 に

あ る問題点 と照 らしあわせ なが ら、様 々な課題 に生徒 自 らが気付 くよ うにな り、その気 付

きを無意識 の うちに 口にす る場面が増え た。 ここで大切 な ことは、 その何気 ないっぶ や き

に教 師が耳 を傾 けて、生徒 に意識化 させ ることで ある。 例 え ば、4.5畳 の スペ ー スを 自分

の空間 と して扱 え る喜 びや夢を 口にす る姿 や、4.5畳 で は狭 い と言 いな が ら、 ど う した ら

広 く使え るのか家具 の配 置 に工 夫を凝 らす姿 か らも感 じ取 ることが で きた。 これ らを総 合

的 に評 価す るため、 自己評 価 と相互 評価を柱 と した。 自己評価で は、生徒 自 ら評 価 した観

点 を尊 重 し、それを生徒 に対す る教 師の支援 や助 言 と して生かす努力 を した。相互 評価 と

して は、 お互 いの良 い点 を発見 し合 う場 と して意 見交換 の時間を大切 に考 えた。周 囲 の意

見 に興 味 や関心 を もっ ことで、 自分 の課題 に気付 くきっか けに もなった。 また、全 体 を掌

握 す るた めの補助簿 にっ いて も適切 な活 用を心 がけ た。

これ らの ことを通 して、生徒 の学 習意欲 は高 ま って いった。

(7)資 料

・ほ一むWORK。 授業風景
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3研 究の まとめ と今後 の課題

今回の研究 では生徒 の学 習意欲 が高 まる課題解決的 な学習方法 と評価 の仕方 を工 夫 した。

課題 解決的 な学習 を取 り入 れ、身近 な生活 の中か ら調査活動 や資料収集 、話 し合 いな どを

通 して、生 徒 は自由な発想 で様 々な課題 に気付 いて工夫 し、解決 してい こうとす る姿勢 を み

せた。 また 「ほ一むWORK」 学習 プ リン トを活用 しなが ら、模擬空間 を設定 し家具配 置 を

考 え るな どの体験的学習 をす る事 は、課題 の発見 と実際 に活動 しなが らの課題解 決 に役立 っ

た。 これ らの ために、指導 内容 の精選 を図 り題材 の配列 の工夫 も行 った。

意欲 を高め る評価 にっ いて は、相互評価 と自己評価 を中心 として 、教 師が生 徒の意欲 を喚

起す る援助 を行え るよ う、指導 と評価 の一体化を意識 した授業 を心 がけた。

相互評価 で は、生徒同士 の意見交換の場を様 々な形 で多 く設定す る ことで、お互 いの良 さ

や課題 がわか り、良 い点 を取 り入 れて学習す る意欲的 な態度を見 る ことがで きた。

自己評価 で は、生徒 自身 が学習状況を確認す るだけでな く、教師 がその評価 を肯 定的 に受

け とめて、生 徒の思 いや願 いに応 じた援助 を心 がける ことがで きた。

これ らの評 価を まとめるために補助簿 を作成 して、一人一人 の学習状況 を把握 し、生徒 理

解 の深化 のため に活用 した。

住 まいや住 まい方 は、個人又 は一緒 に暮 らす家族の中で変容 して い く。住居 の学 習を よ り

充実 させ てい くために、技術 ・家庭全般 のみ な らず他教科 との関連を図 りなが ら指導 内容 を

構城 し、指導法 と評価 につ いて今後 さ らに工夫 して いきた い。

「保育」領域 一幼 児の食生 活の学習を通 して幼児 に対す る関心や理 解を深め 、主体 的に実践 す

る態度 を育 て る指導 と評価の工夫 一

1研 究 の進 め方

(1)副 主題設 定の理 由

「保育 」領域 で は 「幼児 の遊 び、食物及 び被服 に関す る学習 を通 して、その心身 の発達

に応 じた生 活 にっ いて理解 させ、幼児 に対す る関心 を高め る」 ことを 目標 と してい る。 保

育学習 を通 して、親子 のかかわ りや家庭や社 会の在 り方 を考 え させ ることは、生徒 が現 在

の自分 を見 っめ、保育 の重要性 を考 え る上 で も大切 であ る。

しか し、現代 は核家族 化や少子化 が進 み、幼児 と共 に生活 してい る生徒 は少 な く、生徒

の幼児 に対 す る知識 や理解 は薄れて きてお り、幼児 のイ メー ジが とらえに くくな って いる。

そ こで、生徒 が課題意識 を喚起 しやす い指導法 の工夫 を行 うことが必要 で ある。具体 的 に

は、生徒 が現在 の 自分 と幼児 を比較 した り、実験 や実 習な どを通 して体験 学習 を深 め た り

しなが ら、主体 的に実践 す る態度 を育 てたい と考 えた。

幼児期 は、心身 ともに生涯 の健康 の基盤 をっ くる役割 を もち、望 ま しい食習慣 を身 に付

ける大切 な時期 であ る。必修領域 の 「食物」 を履修 した生徒 たちが、 さ らに幼児 の食 生 活

につ いて学習す る ことは、 自分 が幼児期 に どのよ うな影響 を受 けて、身 体の発達 、あ る い

は味覚 や嗜好 が形成 されて きたかにっいて考 えやす く、現在 の自分 の食生 活を省 み るよ い

機 会で もある。 そ こで上記 のよ うな副主題 を設定 し、研究を進 あ ることに した。
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② 研究の構想図

一 保 育 の 目標

高 め る

幼 児 の 遊 び 、食 物 及 び被 服 に 関す る学 習

を 通 して 、 その 心 身 の 発 達 に応 じた 生 活

に つ い て 理 解 させ 、 幼 児 に 対 す る関 心 を

一 共通主題

生 徒 一 人 一 人 の 学 習 意 欲 を高

め、 主 体 的 に実 践 す る 態度 を

育 て る指 導 と評 価 の工 夫

一 生 徒 の実 態 ・

・食 生 活へ の興 味 ・関 心 が あ る

・幼 児 に対 す る知 識 が 浅 い

・幼 児 期 の 生 活 習 慣 が 、 人 間 形 成

の 基 礎 に な る こ との 認 識 が 薄 い

・幼 児 と接 す る機 会 が 少 な い

・簡 便 な 食 品 の 利 用 が 多 い

i 1
口＼/

副主題

幼児の食生活の学習を通して、幼児に対する関心や理解を深め、

主体的に実筏する態度を育てる指導と評価の工夫

研究内容

・課 題解 決 的 な学 習の で き る指 導 法 の 工夫

・生 徒 の 意 欲 を 引 き出 す 評 価 の 工 夫

・生 徒が 自 らの 実 態 を 把 握 で き るア ンケ ー トの活 用

・一 人 一 人 の 発 見 を 生 か す 発 問 の工 夫

期待する生徒像

・人 間 の 成 長 に つ い て 関心 を もつ

・家 庭 環 境 や 社 会環 境 が幼 児 の 成 長 発 達 に 影 響 す る こ とがわ か る

・幼 児 期 の 食 生 活 の重 要 性 を考 え られ る

・これ か らの 食生 活 にっ いて 消 費 者 と して の 自覚 を もつ

2研 究の内容

(1)「 保 育」領域 指導計画22時 間

研究主題 に基づ き、生徒 が主体的 に取 り組 み自 ら考 え る課題解決 的な学 習を取 り入れ た

指導計画 を作成 した。

① 幼児 を知 る

・幼児 の一 日

② 幼児 の成長

・幼児 の体 ・幼児 の心

③ 幼児 の遊 び

。幼児 の遊 び

i時 間

・生活 習慣

3時 間

④ 幼児 の食生活

・幼 児食の意義

・遊 び道具 の製作

6時 間

⑤ 幼児の衣生活

・幼児 の間食 と間食づ くり

5時 間

3時 間

・幼児 の体 と衣服

⑥ 幼児 と環境

・家庭環境 ・社 会環境

4時 間
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(2)題 材 「幼 児の食生活」の評価計 画(5時 間)

評価 す るに当 たって は、生徒の発見やっぶや きを肯定 的に とらえ、教 師の評価 が生 徒 の

さらな る意欲 にっ なが るよ うに したい。

評価規準及び評価方法
項 指導内容
目

時
間 関心 ・意欲 ・態 度 創意工夫 生活の技能 知識 ・理 解

幼 幼児の食 1 幼児期の栄養に 幼児と大人の食 幼児期の栄養の
児 生活の特 関 心 を もっ 。 生活の違いをい 特徴が説明でき
の 徴 (自 己評 価) ろいうな観点か る 。

食 (観 察) ら考 え られ る。 (学 習 フ。リント)

生 (学 習 フoリント)

活 (グ ルーフo発 表)

望 ま しい 幼児期の食生活 よ りよい食 生活 望ましい食生活
食生活 に関心 をもっ。 が考 え られ る。 のあり方を示す

(自 己評 価) (学 習 フ.リント) こ とが で き る。

(観 察) (発 表) (学 習 フ.リント)

おや つの 1 幼児期のおやつ おやつの必要性
意義 の重要性に関心 が 理解 で き、 大

を もっ 。 人との意味の違
(感 想文) いが説明できる

(学 習 フ。リント)

(発 表)
おやつ の おやつの与え方 食生活の特徴か 幼児に適したお おやつの与え方
与え方 に関心 を もっ。 らおやつの条件 や つ を選ぶ こと が説 明で きる。

(観 察) が考 え られ る。 が で き る。 (学 習 フ。リント)

(グ ルーフ。発 表) (グ ルーフ。発 表)

おやつ の おやつの選び方 実験結果 か ら、 おや っ にふ さわ
選び方 に関心 を もっ。 おやつで使う食 しい食品の選び

(自 己評価) 品を選ぶ時の工 方が 言え る。
(観 察) 夫が で きる。 (学 習 フ.リント)

意欲的に実験に (発 表)(観 察) (発 表)

参加 してい る。

(自 己評価)

(観 察)

幼児にあ i 進んで手作りお 工夫しておやっ
った手 作 やつの計画をた の計画をたてて
りおやつ て て い る。 い る 。

の計画 (自 己評価) (グｺvフ 。発 表)

(観 察)

手作りお 2 積極的におやっ 幼児の食欲をそ 幼 児 にあ ったお
やつの実 作 りを してい る そる盛りっけ方 や つ を作 る こと
習 (自 己評 価) を工夫 して いる が で き る。

(観 察) (グ ルーフ。発 表) (観 察)

幼児が喜んで食
べる食器の選び

方がわかり工夫
して盛 りつ ける

こ とが で き る。

(実 習 ノート)
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㈲ 調査 結果 と考察

ア、調査対象 研究員所属校5校

第3学 年 男女639名

イ、調査時期 平成7年7月

ウ、調 査 目的

保育学 習を始 あ る前 に、生徒 の現在 までの食生

活 の実態(食 物 の好 き嫌 い ・おやっにっ いて)を

把握 す る。

エ、調査結 果 と考察

問1、2で は、現在79%の 生徒 が何 らか の食物

に対 して 『嫌 い』 とい う意識 を もってい ることが

わか る。食品の味 もだが、食べ させ方 ・調理方法 ・

言葉 によ り嫌 い にな ったとい う生徒 も半数近 い。

嫌 いだ った もの で も調理方法の工夫 と親 の しっ け、

周 りの影響 に よ り44%の 生徒 が克服 してい る。好

き嫌 いに対 して は、小 さい時 か らの親 や周 りの影

響(環 境)が 大 きい と考 え られ る。

問3か らは、幼児期 も中学生 の現在 もほとん ど

同 じようなおやっ を食 べてい ることがわか る。 ス

ナ ック菓子 ・コー ラ ・アイスク リームという油分 ・

塩分 ・糖 分の多 い ものが中心 であ り、小 さい頃 の

嗜好 の影響 が感 じられる。

問1.あ なた に好 き嫌 いはあ りますか。

・嫌いにな った

きっかけがあ

るか。

・その理 由

あ る(79%) ない

ある(4i%) ない(ず っと嫌 い)

食品に関す ること

(58%)

・におい

・味

・舌触り

その他

(42%)

・無理に食べさ

せ られた

・吐いた

・骨が刺さ った

問2.昔 は嫌 いだ ったが食べられるようにな った食品があ りますカ㌔

・どんな食べ方

で食べられる

ようになった

か。

ある(44%) ない(56%)

調理法の工夫で

(48%)

・細か く切 って

・分か らないよ うに

入れて

・好 きな もの と一緒

に

・肉詰め

食べてみ て(経 験)

(52%)

・他 人がおい しそ う

に食べ ていたので

・給食で

・家族が おいしいと

食べ ていた

・無理 に食べ てみ た

らお いしか った

(4)指 導事例1「 幼児の食生活の特微」

ア 本時の目標
・幼児期の栄養の特徴を理解する。

・幼児期の望ましい食生活のあり方を考える。

イ 学習指導過程

問3.よ く食べ るおや つは どんな もので すか。

中 学 生 小 さいこ ろ

男 (1)コ ー ラ ・ジュー ス(150人) (Dス ナ ック菓 子(104人)

(2)ア イス クリーム(口9人) (2)チ ョコ レー ト(87人)

(3}ス ナ ッ ク菓 子(ios人) (3)アfx97-b・ あめ(82人)

女 (i)ア イス クリーム(136人) (D卵 ボーロ(105人)

(2)ス ナ ック菓 子(96人) (2)ス ナ ック菓子(102人)

(3)コ ー ラ ・ジュー ス(95人) (3)ア イス ク リー ム(iot人)

学習内容 学習活動及び主な発間 指導上の援助 ・留意点 評 価

本時の学 ・本 時 の 学 習 を 知 る 。 ・板 書 し、 学 習 内 容 を 明 確 に す る
0
・比 較 す る項 目が 発 見 で き る 。

習 (創 意工夫)

幼児の食 幼児 と私たちの食物とはどう違うか食 ・比較できる項目を考えさせ(パ ・自 分 か ら進 ん で 話 し合 い に 参

生活 べ 比 べ て 考 え よ う。 ッ ケ ー ジ、 品 質 表 示 、 量 、 色 や 加 して い る。(関 心 ・意 欲 ・

見 た 目、 味 な ど)さ ら に違 い や 態度)
・幼 児 用 カ レー と普 通 の カ レー を 比 較 し、 その理由を班ごとにまとめるよ ・い ろ い ろ な観 点 か ら プ リ ン ト

違 い を 班 ご と に 検 討 し、 発 表 す る。 う助 言 す る。 に 相 違 点 を記 入 して い る。

(創意 工夫)

幼児の栄 幼児期の食事で特に気を付けてあげる ・幼児期の身長や体重の増加及び ・幼 児 用 と普 通 の カ レ ー の 違 い

養 こ と は 、 何 だ ろ う。 栄養素について復習し、幼児期 が発表できる。(創 意工夫)

には、成長のための栄養素や水
・幼児期の栄養の意義、特徴、水分の必要 分が必要であることを資料を用

性 を 知 る。 い て 説 明 す る 。

・胃 の 大 き さ や 形 か ら、 消 化 器 官 や機 能 が ・調理法の工夫や間食の必要性に

未 発 達 な こ と を知 る 。 つ い て も補 足 説 明 す る。
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1

・大 入 に な った と き の珠 覚 に彰 響 。幼髭期の食事の寵癒事項をプ

・学 習 プ リ ン トに ま とめ る 。 が あ る こ と に触 れ 、 薄 味 の 大 切 リ ン トに ま と め られ る 。

さ を 助 言 す る。 (知 識 ・理 解)

食生活の 幼児が喜んで食べるには、どんな工夫 ・食 べ られ な か っ た 物 が 、 食 べ ら

特徴 が 必 要 だ ろ うか 。 れ る よ うに な っ た 理 虫 の ア ンケ

一 トを 提 示 す る 。

・ア ンケ ー ト結 果 か ら、 調 理 法 や 盛 り っ け ・食 べ や す い 大 き さ 、 柔 ら か さ 、 ・さま ざ ま な 観 点 を 考 え 、 工 夫

の工夫、食事の時の雰國気にっいて考え 食 べ た くな る よ うな 盛 り っ け 方 す る点 を 記 入 して い る。

学 習 プ リ ン トに ま と め る。 や雰囲気が大切であることを助 (創意工夫)

言 す る。

ま と め と 授 業 の ま と め を し よ う。 ・幼 児 期 の 食 生 活 は 、 そ の 後 の 食

次時の予 生 活 の 基 礎 と な る こ と、 食 べ る ・幼児期の食生活の特徴を理解

告 ・幼児期の食生活の特懲を学習プ婆ン 卦に こ と が 楽 しみ に つ な が る に は 、 し・ ブ 攣 ン トに 記 入 して い る
0

ま と め る。 家族の心がけが必要であること (知 識 ・理 解)

。本 時 の 授 業 の 自 己評 俵 を す る 。 を助 言 す る。

・自 己評 価 か ら、 本 時 の 授 業 を
・次 時 の 学 習 を 知 る。 ・間 食 の 重 要 性 に っ い て 触 れ 、 次 振 り返 る。

時 の 「お や っ の 与 え 方 」 を 予 告 (関 心 ・意 欲 ・態 獲)

す る 。

(5>指 導 事 例zrお や つ の 与 え 方 」

ア 本 時 の 目 標

・幼 児 の お や っ の 条 件 を 理 解 し、 選 ぶ こ と が で き る 。

・お や っ の 意 義 と上 手 な 与 え 方 を 考 え る。

イ 学 習 指 導 過 程

学習内容 学習活動及び主な発問 指導上の援助 ・留意点 評 価

本時の学 ・ア ン ケ ー ト結 果 の 資 料 を提Tし

習 幼 児 の お や っ の 条 件 を 考 え よ う。 ど ん な お や っ が あ るか 知 らせ る

お や つ の ・大 入 との お や つ の 意 味 の 違 い を 考 え る 。 ・普 通 の 食 事 の条 件 の 他 、 消 化 の ・班 で の 話 し合 い に 積 極 的 に 参

条 件 ・意 ・班 で お や っ の 条 件 を 考 え 、 条 件 に合 うお 良 い 食 品 、 調 理 法 、 虫 歯 予 防 な 加 して い る。(関 心 ・意 欲 ・

義 や っ を 一 回 分 、 絵 で 描 き 発 表 す る。 どへの配慮事項を机間指導しな 態度)

が ら助 言 す る 。 ・発 表 が 条 件 に あ っ て い る か 、

・選 ん だ 理 由 を 聞 き な が ら 、 相 互 評 価 す る
。
・個人 用 の 評 緬 用 紙 を 準 備 す る。 幼児が好むように工夫 してい

るか 櫓 互 詳 衝 す る 。

(創意 工夫)

(生 活の技能)

ジ ュ ー ス の 実 験 か ら、 糖 分 に っ いて 考 ・穂 度 欝 の 使 稽 法 を 知 らせ る。

え よ う。 ・同 じ穂 度 で も、 温 度 に よ り食 感

が違 う こ と を助 言 す る。 ・実 験 に 積 樫 的 に 参 加 して い る
0

・糖 度 や 温 度 に よ る味 の 違 い を 体 験 し、 班 (関 心 ・意 欲 ・態 度)

で 話 し合 い 、 記 録 す る。

・糖 分 の と り 方 につ い て 考 察 し、 発 表 す る。 ・糖 分 の と りす ぎ が 他 の 栄 要 素 の ・嬉 分 の と り方 が わ か り、 発 表

不是にっながることを補足説明 で き る 。(知 識 ・理 解)

す る 。

お や つ の どんなおやっをどんなふ うに与えたら

与え方 良 い だ ろ うか 。

・お や つ を 与 え る と きの 注 意 点 を 知 る 。 ・時 刻 や 与 え 方 な ど 、 次 の 食 事 の 。教 師 の 解 説 を 関 心 を も って 聞

妓げにならない工夫が必要なこ く こ とが 出 来 る。(縫 心 。意

・お や つ の もっ あ た た か さ や 特 殊 性 に っ い と を 助 言 す る。 欲 ・態 度)

て 考 え る 。

ま と め と 授 業 の ま とめ を し よ う。

次時の予 ・お や っ が 親 子 の か か わ りを 深 め ・お や つ の 意 義 を 考 え
、 感 想 文

舎 ・お や つ に つ い て 慈 想 文 を 書 く。 る役割をもっことを補足説明す が 書 け る。(関 心 ・意 欲 ・態

・本 時 の 授 業 の 自 己 評 価 を す る。 る 。 度)
・次 時 の 学 習 を 知 る 。 ・次 時 は幼 児 向 き の 手 作 りお や っ ・自 己 評 価 か ら、 本 時 の 授 業 を

の献立学習を行うことを無らせ 振 参 返 る。

る 。 (関 心 ・意 欲 ・態 度)
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⑥ 授業の考察

生徒 が課題 を とらえやす くす るために、導入部 にお いて、幼児用 と普通 のカ レーを比 較

す る学習 を取 り入れた。身近 な食品を用 いた ことにより、学 習意 欲が高 ま り、活発 な意 見

交換が み られた。 どの班 の発表内容 も、幼児食への配慮 事項が明確 にな り、理解 も深 ま っ

た。 レ トル ト食品 を扱 うことには抵抗 感 もあ るが、利 便性 が あり、共通課題 を把握 す るの

に役だ った。 ア ンケー ト調査 を生 徒 に提示 した ことは、親 の食べ させ る努力 などが理 解 で

き、今 まで気付 かなか った周 囲の愛情 につ いて考 え るよい機 会であ った。

3研 究の まとめ と今後 の課題

幼児 の食生活を取 り上 げた ことは、『食』への関心が高 い生徒 た ちに と って 、保 育 の学 習 を

よ り身近 で大切 な もの と して とらえ るのに有効 であ った。

・課 題解決的 な学習 の指導法 の工 夫 にっ いて は、実験 や実習 を通 して体験 を深 ある授業 を行 っ

た ことによ り、生 徒の学習意 欲が喚起 され、幼児期 の食生 活の重要性が理解 された。

・生 徒用 ア ンケー トを実施 し、その結果を提示 した ことで、生 徒が 自分や友人 の実態 を把 握 す

ることがで き、実態 に対 す る正 確 な理 解 と幅広 い ものの見方を養 うことが で きた。 さ らに家

族 か らの聞 き取 り調査 も行 えば、幼 児期 の成長 発達 の過程 が明確 にな った と考 え られ る。

・生 徒 の意欲 を引 き出す評価 の工夫 と、一 人一 人の発見を生 かす発問の工 夫 では、 グループ に

よる発表 を取 り入 れた ことに よ り、生徒一 人一人の考 えが授 業 に反映で きた。また、そ れを

取 り上 げて学習を深 め させ、生 徒の新 たな発 見やっぶや きを肯定 的 にと らえ る ことで、生 徒

が幼児 に対 して関心 や理解 を深 め、主体 的 に実践す る態度が身 に付 いた。

今後の課題 と して は、 さらに学 習内容 の精選 を はか るとともに、肯定 的な評価 の充実 にっ い

て も、教師が意識す るよ う努 めてい く必要 があ る。
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